
数学科学習指導案 

指導者 ○○中学校 

教諭 ○○ ○○ 

１ 日   時  平成３０年１０月○日（○） 

２ 場   所  ２年○組教室 

３ 学年・組  第２学年○組 

４ 単 元 名  一次関数の利用 

５ 単元について 

○ 単元観 

本単元は、学習指導要領内容Ｃ 関数（１）にあたる学習で、「具体的な事象の中から二つの数量を取

り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、一次関数について理解するとともに、関数関係を

見いだし表現し考察する能力を養うこと」をねらいとしている。 

本単元では、具体的な事象をあたえ、その中から観察や実験、実測などによって取り出した二つの数

量について、事象を理想化したり単純化したりすることによって、一定の割合で変化していることを見

いだしたり、表や式、グラフから関係性を導きだす活動を行ったりすることで、事象の中に潜む関係や

法則を捉え、数学的に考察し処理する力を養うことができる。さらに、それらの一連の活動を行うこと

で、表や式、グラフを活用するよさを実感することができる。 

○ 生徒観 

 

（略） 

 

 

 

 

 

○ 指導観 

 

   （略） 

 

 

 

 

 

６ 単元の目標・評価規準 

○ 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、一次関数

について理解するとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

 様々な事象を一次関

数として捉えたり、表、

式、グラフなどで表した

りするなど、数学的に考

え表現することに関心

をもち、意欲的に数学を

問題の解決に活用して

考えたり判断したりし

ようとしている。 

一次関数についての

基礎的・基本的な知識及

び技能を活用しながら、

事象を数学的な推論の

方法を用いて論理的に

考察し表現したり、その

過程を振り返って考え

を深めたりするなど、数

学的な見方や考え方を

身に付けている。 

一次関数の関係を、

表、式、グラフを用いて

的確に表現したり、数学

的に処理したり、二元一

次方程式を関数関係を

表す式とみてグラフに

表したりするなど、問題

解決に一次関数を利用

することができる。 

事象の中には一次関

数として捉えることが

できるものがあること

や一次関数の表、式、グ

ラフの関連などを理解

し、知識を身に付けてい

る。 

 



７ 単元の指導と評価の計画（全５時間） 

時

数 
学習活動 

評価規準・評価方法 
数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

１ 

飲み物がいつま
で冷たく保てる
かを，説明書に
書かれた時間と
温度を基にして
予想し，その方
法を説明する。 

◎一次関数を用い
て具体的な事象を
捉え説明すること
に関心をもち、問
題解決に生かそう
としている。〔ノー
ト・観察〕 

  ○具体的な事象の
中には、一次関数
とみなすことで変
化や対応の様子に
ついて調べたり、
予想したりできる
ものがあることを
理解している。〔ノ
ート〕 

２
（
本
時
） 

具体的な事象の
中の二つの数量
の間の関係を一
次関数とみなし
て，問題を解決
する。 

 ◎具体的な事象の
中から取り出した
二つの数量の関係
を、一次関数とみ
なし、変化や対応
の様子を調べた
り、予測したりす
ることができる。
〔ワークシート・
観察〕 

○一次関数とみな
し、表、式、グラ
フを用いて表現し
たり、処理したり
することができ
る。〔ワークシー
ト〕 

 

３ 

一次関数のグラ
フを利用して，
身のまわりの問
題を解決する。 

◎グラフを用いて
変化の様子を捉え
ることに関心をも
ち，問題を解決に
生かそうとしてい
る。〔ノート・観察〕 

○具体的な事象の
中から取り出した
二つの数量の関係
を、一次関数とみ
なし、そのグラフ
を用いて問題を解
決することができ
る。〔ノート・観察〕 

  

４ 

図形の辺上を動
く点によってで
きる図形につい
て，面積の変化
を調べる。 

 ○二つの数量の関
係を変域に注意し
ながら、その変化
や対応の特徴を捉
え、説明すること
ができる。〔ノー
ト・観察〕 

 ◎グラフを用いて
問題が解決できる
ことや，グラフの
よさを理解してい
る。〔ノート〕 

５ 

単元のまとめ   ◎一次関数を用い
て問題を解決する
ことができる。〔ノ
ート〕 

 

 
８ 本時について 
⑴ 本時の目標 

具体的な事象の中から取り出した二つの数量の関係を、一次関数とみなし、変化や対応の様子を調べ
たり、予測したりすることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

観点 評価規準 具体的な生徒の姿 

数学的な見方や考え方 

具体的な事象の中から取り出した
二つの数量の関係を、一次関数とみな
し、変化や対応の様子を調べたり、予
測したりすることができる。 

 電気自動車とガソリン車の使用年
数と総費用の関係を一次関数とみな
し、表、式、グラフを適切に選択して、
変化や対応の様子を調べたり、予測し
たりしながら、かかる総費用の違いを
説明している。 

数学的な技能 

一次関数とみなし、表、式、グラフ
を用いて表現したり、処理したりする
ことができる。 

 電気自動車とガソリン車の使用年
数と総費用の関係を表、式、グラフを
適切に選択して、表現したり、処理し
たりしている。 

 
⑶ 準備物 

ワークシート 



⑷ 本時の学習過程 

 
学習活動 指導上の留意点 

観点評価規準 

〔評価方法〕 

導
入 

１ 本時の課題を把握する。 
 ⑴ エコカーに乗り換えるとどの

くらい費用を少なくできるかを
予想する。 

  ・ ガソリン料金は 160円から変
わらないのですか。 

・ エコカーの燃費は現在の車の
３倍だから、ガソリン代は現在
の車の１／３になると思う。 

 
⑵ 本時の課題を知る。 

 
 
 

・ エコカーの方が、ガソリンにかか
る費用が少なくなることに気付い
たり、ガソリン料金は一定であるな
ど理想化したり、使用年数と費用や
それらの関係に着目したりするこ
とができるよう、資料を基に予想さ
せる。 

 

展
開 

２ 向こう１年間使用するときのガ
ソリンの消費量とガソリン代を考
える。 

 ・ 現在使用している車のガソリン
代は 24万円 

 ・ エコカーのガソリン代は 8万円 
 
３ それぞれの車の使用年数と総費
用の関係や使用年数に応じた総費
用、総費用が等しくなる使用年数を
考える。 

 ・ 表、式、グラフのどれを使って
考えてもいいのですか？ 

 
 
４ 自分の考えたことを説明する。 
 ⑴ グループで交流する。 
  ・ 下取り価格が 80万円だから、

新しくエコカーを買うために
は、90万円必要になる。 

  ・ 表から、１年間に 16 万円ず
つ差が縮まることがわかる。 

  ・ 5.625 年後には、エコカーの
方が費用を安くできる。 

・ 5.625 年後は、5 年と何か月
になるのだろう。 

 
⑵ 学級全体で交流する。 
・ 表を用いれば変化や対応の決
まりを見つけやすくなる。 

・ グラフを用いれば総費用が等
しくなるおよその使用年数が
一目でわかる。 

・ 式を用いれば正確な値が求め
られる。 

・ 走行距離、燃費、ガソリン代の関
係を捉えることができるよう、それ
ぞれの車のガソリンの消費量とガ
ソリン代を考えさせる。 

 
 
 
・ 一次関数とみなし、表、式、グラ
フを適切に選択して用いながら求
めることができるよう、方眼紙を配
付するとともに、使用年数と総費用
の変化や対応に着目させたり、表、
式、グラフの用い方やそのよさを想
起させたりする。 

 
・ 学習内容を深めることができるよ
う、問題解決の過程を振り返らせた
り、お互いの説明を比べさせたり、
用いた表現のよさを説明させたり
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 見方や考え方電
気自動車とガソリ
ン車の使用年数と
総費用の関係を一
次関数とみなし、
表、式、グラフを適
切に選択して、変化
や対応の様子を調
べたり、予測したり
しながら、かかる総
費用の違いを説明
している。〔ワーク
シート・発言〕 

 
○ 技能電気自動車
とガソリン車の使
用年数と総費用の
関係を表、式、グラ
フを適切に選択し
て、表現したり、処
理したりしている。
〔ワークシート〕 

ま
と
め 

５ 本時の学習を振り返り、まとめを
する。 

・ 具体的な事象の中から取り出した
二つの数量の関係を、一次関数とみ
なすことで、変化や対応の様子を調
べたり、予測したりすることができ
ることを確認する。 

 

 

めあて  資料を作成し、総費用の違いを説明することができる。 


